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病理解剖學的二特発性肋膜炎ノ研究ヲショウ

にりL事ハ仲カ困難ナ事デアル。何故ナラバ特

襲性肋膜炎ハ元来像後良好ナモノデアツテ、其

ノ疾患白身ノ経過中二死亡シテ解剖サレル事が

甚グ稀デアルカラデアル。勿論サウ云フ報告(1)

(2)O)(4)モアル。併シ夫等ノ内ニヽハ既二新鮮ナ状

態ハ経過シテ二次的二色カナ憂化が追加サレタ

1ヽ考ヘネ“ナラヌ様ナ例が多イノデアル。著者

が取り扱ツタ東大病理學教室ノ過去10年間ノ

２千敬百例ノ中－ハ不幸ニシテ特発性肋膜炎ノ

剖検例ハ１例モ見出スコ1ヽが出来ナカツタ。

吽シ吾々ハ特発性肋膜炎ノ遺残物ヲ･各種疾患ノ

剖検二際シテ見テ居ル筈デア･レ。卸チ日常経験

フヽ･・癒著性繊維性肋膜炎ノ或ル物ハ恐ラク此ノ

遣残物グツタラ列従ツう・此パカ膜７癒著ラ多

数例二就イテ種々ノ観鮎カラ研究シ･タナうバ特

登性肋膜炎二開シラ･病理解剖學上ノ知見勺曾ス

四ヽニナラウ1ヽ思バレル。サや此ノ観黙サ決定

スル篤ニハ特稜性肋膜炎二開∇･、ヽ文献-一々検討シ

テ見ナケレバナラナ4 ． Grawitz (5)ノヽ肺二吸入

サレタ塵埃が健康ナ肋膜二注シこが刺戟lヽナツ

ー゛惨出性肋膜炎ラ起フヽ1ヽ云フ。叉、漠然1ヽシタ

｢ロイベ’チ勺戈ガアル。叉金井氏り;1等ノ植物御

経學説ガアト併シ岡講師(7) j云ハルル如ク、

病因論ノ熊鮎八次第二結核症二結バレタ来タ。

Aschoff ９｀)ダヽ特稜性肋膜炎ノ惨出液中ヨリ高率

二結核菌ヲ･澄明シタ､、而シ刊新式サヘ完全ナう

バ100％ニ陽性成績ヲアゲ得タラウト云ヒ、特

賛性肋膜炎が結核性デアルト云フ確澄サアダテ

居心。併シ結核性ノ肋膜炎ガソ、ベテ特殺性肋膜

炎デナイ事ハ贅言ヲ要シナイ。特殺性肋膜炎ハ

Friihpleuritis或ノヽInitialpleuritisトモ云ハ1／

Koniger y'ニョツテ肺結核症二隨件シテ起ル

Begeleitplevritisカラ匯別サレタ。ソシテ此ノ

特殺性肋膜炎が結核ノ初感染二開聯シテ殺生ソ、

ルlヽ云フ具醵的ナ澄明が東西殆ンド時ヲ･同ジウ

シテアラハレク、、一ツハ吾が海軍ノ小林氏loニ

テ海兵こ一多殺ノヽヽ特殺性肋膜炎ノ研究ニアタリ

「ツベルクリン」反咆ノ廣範ナソシテ徹底シタ検

査ニョリ之サ澄シ、他ハＡｒboreliｕｓ,１１１Ｅｎｇｅド;

等ニヘ結核初期分化群ナ～肋膜直下ノ肺門淋

巴腺ノ病竃1ヽノ開係テ「レントゲ｀ン」的二澄明シ

タモノデアト八恵二其ノ殺生ノ細キ機序二開

シテハ種々ナル賓験的ナ研究ガアルガ丹カハ必

ズシモ明瞭ナ解答り一得テ居ナイ現状デアル。併

シ著者が特二特良性肋膜炎ノ考察九どシや肋膜

癒著テ研究丿一二アタリ嫁ルベキ方針ノヽ決定シ

タ。郎チ結核症1ヽノ開聯殊二初期分化群トノ開

係り主意いレコトデアル。

　

著者ノ用ヒタ材料ハ1928年ヨリ1937年二至

～10グ年間東大病理學政室解剖2531冽中、局

所解剖ニテ胸部所兄一不明ノモノ及ビ他ノ記載不

充分ノモノリ・除イタ1947例デアル。

　

此ノ材料

ハ多クノ剖検者ニョツテ種々ノ疾患二向うｰ・ソ
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26 岩崎＝肋膜癒著ノ研究

タ解剖デアツテ吾々ノ観黙カラシテ。・ヽ其ノ記載

二屡々不満足ノ所｡ハアルヶレドモ肋膜ノ癒著殊

二肋骨面ノ病歿二開シテノヽ比較的詳細ナ記録ガ

トラレテ居ル。是ダヽ剖検二際シテ肺サ取り出ス

場合肋膜癒著が深ク印象ヅケ弓レルニョルノデ

アル。故二此ノ材料-ﾆｰﾗ肋膜癒著二開－リレ限り

ノヽ正確ナ記載ガアルト信ジテ良イ。唯葉間面ノ

癒著ハ等閉二附せレタ嫌ヒガアル。

　

先ゾ肋膜癒著ノ全箭奸集ノテ見ルト、1947例

中1433例印チフ3％僅・占ノテ居ル。ソノウチ

19％僅ハ肺叉・ヽ月力膜ノ腫瘍或ハ縦隔害ノ疾患或

ノ'ゝ肺炎、肺壊疸等叉ハソノ既咆症アリ明二結核

症以外二追及出来ル原因ガアツう｀肋膜癒著テ起

シタモノデアツタ。33χニハ肺結核症が讃明サ

レタ。13％強ニダヽ肺結核症モナク他二肋膜癒著

ヲ･起一人因子モナイ唯結核初期愛化群が脅見サレ

テ居ル。

　

残りノ34％弼ニハ肺結核症モナシ他

二肋膜癒著テ起ノヽ因子モナシ、叉結核初期愛化

【第18巻

群モ散見せレテ居ナイ。此處二於ラ肺結核症ザ

件フ33％ｆＡ群トシ、結核初期良化群ノミ稜見

サレタ13九耳･Ｂ,群トシ結核初期良化群モ散見

サレナカツタ34％テB2群トシ、叉結核症以外

二明カニ肋膜癒著因子が求･’ラレル19巳レチＣ

群トスル。

　

Ａ群ノ中ニハ勿論多敷例二特散性肋膜炎ノ後

遺的病愛ガアツタラ≒併シ此ノ群ニハ第二次

結核症トシテ肺結核症が散展シテ居タ。故－ソ

ノ隨件肋膜炎ノ殺生が考ヘラレネバナータ。故

二特獲性肋膜炎其モノノ追求二於テ｡ハＡ群ノヽ除

タド、べ｀キデアル。同様ニＣ群ニモ特散性肋膜炎

？経リ･来や居･・者が’ラ≒併シ此處ニモ明カ

ニ結核症以外ノ明白ナ肋膜癒著因子アル？モツ

テ除外フ、ル。問題トソ、ベキノ･ヽB,B2 雨群デアル。

而モ雨者ハ肋膜癒著全敷ノ約牛数々占タテ居ル。

　

此ノ両群二就イテ種々ノ見方カラ癒著ノ様式

ヲ比較シ見≒第１表ハ主トシテ癒著ノ強がり

第１表

　

Ａ群BI群及B2群ノ肋膜癒著様式（１）

群　　　　　　別
　第一次結核肋膜炎　Ｂ群

Fv.むし、･マベ弧声j＆，B2、t9 ！ﾊﾞ斟しj

第二次結核肋膜炎

､,，．　

Ａ　　　

，､7/Vlヽ

11ｻy

,ゅでぃ-，

八八よ分　布

　　　　　,･φ-4●’　　　　　　　　へ　癒著様式＿｡。ﾝﾍ．

　　　　　　，゛　　　　ｌ

賓敷　百分率 1ｼﾞ
衰微 百　分　率 賓徹 百　分　率

雨　側　’｀蚕’｀部　　２１ 1013％土2:z%＼　40　　8.2％土1.2夕ぶ＝　110
　　　　　　　　　　　1

30.5ﾀぶ士２．４･ぶ

一側ノ･i全部他側Ｔ昇　20 ９．８％十2.2％1　　69 13.7ぢ士１．５ら 105 29.1％±2.4％

一割ノミ全部 37 18.5ｦぶ土2.8％，79 15.7?ぶ士1.6％ 34 9.ヤぶ士1.5％
肺炎ノi　l17

115

　９．２ｸぶ

18.5･ぶ

11.9?ぶ

　3.3％j61.舒ぶ
-‘　　＋
３．８％　３５％

３３ブ゛．゛　り

4.9％

6.5％，

421　　・8.6％ 　　　:31

　　　　38

　　　　8　　　-62.1?ご:　　　4
　±

　２．１％Ｉ↓

　　　☆１７

　　　　　９

8.6％　。

10.5％

2.2％i

1.1?（Vぶ

1.1％ﾄﾞ２ユ％

４．７?ぶ

2.5％;

1.1瓢　　－

　上郡ノ　ミ

．下部ノｉ

ｌ　後部ノミ

36 85 　　ぐL7.1％

　　'16.8％
　　！　

5.9ﾀ。
Qnにj

22 82

６ 29

部

薬間ノこ ７ ８
リvtノ

１．６ﾀぶ

上部及下部 ６ 20 ‘＼.2%

其　　　他 ７ ４ 0.8％

不　　　明 1引 38 i 7.8％ ４

工合二就イテ統計ヲトツタノデアル。鴎]チ雨側

全般的ノ癒著、一側ノｔ全般的他側一部及ビ一

部分ノミノ癒著テ匯分シテＡ群、BI群B2群ヲ對

立セシタ更二一部分ノレノ癒著ヲ部位ニョツテ

細分シ_ﾓ群ノ比較サトツタ。Ｂ,Ｂｊ判詐ハ各1冨分

二於ケル百分率が殆ンド全グ一致シう・り];ル。一

Ｊ･'￥

　

回

部分ノミノ癒著二於デモBI群ニテノ'ヽ61.4%、B2

群ニテハ62．1％、全クー致シタ数値ト云ノリレベ

ク叉肺尖部ノミノ癒著、上部ノミ、下部ノい

云フ如キ癒著部位ノ４分布モ殆ッド全ク一致シ

タ数値ラ得タ。而シラ之テＡ群ト比較スル時ハ

づ
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第２表こ就イテ見ル。第１表ﾉｰ一側全部址こ

一側全部他側一部ト云フ２匹分ヲ一側全部1ヽ云

フ範喘二｡-括シテー部、一側全部、雨側全部ノ

３匹分こ就イテ各年齢別二其ノ分布テ見タノデ

㎜

　

群

　

別

B,

　

・''i

値哨丿

　

Ｃ･人

27

アル。此處二於テモB, B2 1φi群が頗ル類似シテ

Ａ群こ對シテ居ルノガ分ルタ前者こ於テハ各年

齢二於テ一部分ノ癒著が最ｙ多ク常二約60X

？保持シ副側全醵ノ癒著ハ最モ少クＢ,B2群トモ

第２表

　

Ａ群Bj群及B2群ノ肋瞰癒著様式りI）

酬1 －10歳

部60°ぷ

　

トー側全部
群しi扁てTぷー-

３

十
一
21

－
2

倆側令部:

卜一一一一一一一。一一‥‥-－

計

　

ｉ

　　

５

- －

部
B、、

群

ﾚX

群

卜側全部
一 一

両側令部

　

計

―

’

ｉ

‐

‐

クー
｛
’
‘
ｌ

-

一 一

９ﾁﾞぶ

11―15歳卜16－20歳

_

　

５

　　　　　　

６

21一一25歳

？
－

26―30歳

---

　

８

100?o

　

60?。±15ぢ50お±13％j50ぢ±13％‘

-

一 一

-

　

ク
ク
／

Ｉぐ
・

-

－
∂

－

６

り

かW

-

一 一 一

　

８

－

　

・

　

６

＋1

－

４

一 一 ＝ ＝ － - -

-1≒

４

10

－¬=･

12

±1

拓

　　　　

ト

19.6ヽ。

一 一 一 一

Ｏ?ぶ

-

　

５

－

　

２

Ｈ

１４

＋

-

----

　

８

一 一

６

－

　

２

一一
１６

一 一

　　

14

　　　　　

16

4やぶ＋9‰55ぢ＋9

　　

－

　

●

　　　　

ｊ

　

㎜

＋６ｙ゛

－

20

-

14

L2

２

？
１

　

・
１

13

22

一
ａ

　
　

ｏ

１

　

・
Ｊ

り６

-

・

‐

！

１

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｊ

26

８

－

－

．Ｊ

29

　

１２

７ｙ

＋6

－
－－

　

１６

一一-

　

１７

一一一

　

４５

！

―

‐

31 -一一･:＼(m　41―50歳ｉ　５１歳－

５）

-
25

５％十

　　

－

　

7.5%'

一 一 一

－

－

－

－

－

。・65?ぶ･

13
･－

　

4
－
42

　
　

ｑ
ダ

4
3
±
5
面

65

２７

７タ、

　

十

　

一
一一

　

１０

-

　

４

41
一一

35ｙ「

23

’
り

り″
ｊ
１

　　

3ド
63.3?、

　　

±6％
-一一

　　

13
-

一 一 一 一 一

　

9

－
60

　

76

一一

　

18

一一一

　

237

15≒

11

士

－
31

23

－
98

一 一 一

･ W

　

つ
ｆ
／
”
Ｊ

-

２

－･--一一

７
－

２

２
Ｔ
X

6
6
±
4
３ １

１

101

　

10

2乙

＋6
－

18

－
15

－
43

　　　

１ｎ

７．．６０?ぶ±1％
ｌｚＱ

－一一

一 一

↓≒

-→

６

６６

－

１５

･23.8-.

　　　

＋

　

・

　　　

〃

26
－
22
－
63

n "■',６ｙ

年齢トモ低率こｰﾃ¦朔則全般ノ癒著ハ若年者ヨリ

長

　

B, B2 雨群ノ肋膿癒著に式lⅢ）

ド側令部

ｙ

　　　　

･-=･-=-=¦-

呻側全部

¦_._Ji〃-
一
で
ロ

2

12

若年者ニハナ仁Ａ群こテハ一部分ノ癒箸.ハ芥

ｊ Ｉ
Ｉ

ｌ
ｆ

群
間
　　癒着牟　　様式
　齢

右全部 右一一部
九字琵ノルit部

左右---部肘則万√心s
　　　　　1―lO^g　　　　　1　　　1　　　　1

　　　ぐ11―15歳　　　　’　1

　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　；　1←20jal　　　　　j　　　　　　2

　　　　21―25歳　　２　　　２　　　　１
Ｂ’群　26-30歳　　　1　　　　3　　　　1

　　　　31－40歳1　　　　7　　　　　10　　　　　　2

　　　　41－50j政　　　　10　　　　　13　　　　　　1

！　　１　　　　　１　　１　１ １

３ １　１　１

１ １ ３

２

４

２

２２　　　　３　･，
　　　　　　　｜
２　　　　　　　　　　　４ ２

１-

３　　　　８

５　　　８

１ 　　√）

一一　　　一一一一一一
　　６

　　１１

　　　－

　　　１

　　　一一

:，51歳－　　　4　　　17　　　　7　　　　9　　　10　　　　2

　　　1－10歳ｉ　　　　　　２　　　２
　　　　　ｉ　－　　　　　　　　　　　．、　-．　　11―15歳i　1　　　5　，

　　-　　16-20歳1　　1　　　2　　　1

　　21―25歳　　　　　　　５　　　４
Ｂ２群　26―30歳ｔ‘２　　　８　１　３

　　‾‾ﾐ-‾～　　　　　　　　___
　　31―40歳　　９　１　１６　　　５
　　-　一一一-一一一一
　　41―50歳　　9　　26　　　6
　　-----　　51歳－　　28　　　15　　　23

　　　　　　　　　　　　２　

１

= - = - = 　 　 　 　 　 = Ｊ 皿 - = 　 　 　 　 　 = = =

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　１　　　　１

５　　　　１ 〃　　　，･）　１　　１

７　　　　６ ２ ３
２

一一一 - 一 一

２

５　　　　３　　　　１　　＿＿＿

６　　　　１４　　；　　２
　5－　一一一
　13 １

↓　　　　22 ９ 18　　　　7　＿_.　　　　＿　___

ご;　　　　　　１１18　1　75　　　12
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－

24

－

19

一一

15

－

35

･一=---

55
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36
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高率二存在スル。B,B2ニ比シテ異ツタ開係ニア

Jレラjﾐ{1ﾉﾚ。

　

次二癒著ノ様式テ其ノ部位ニョツｆ更二精細

二匯分シテ右全部、右一部、右全部、左一部、

左右全部、左右一部、左全部右一部、左一部、

左全部ト云フ８群二匝分シテ各年齢二於タル分

布テ見タ。第３表が之デアル。JBiBo雨群ノ類似

ノ｀ヽ此處ニモ明カデアル。而シテ右全部、右一部、

右全部、左一部ヲ合シテ主トシテ右側二癒著ア

ルモノトオシ、左全部、左一部及ビ右全部、右

一部ラ合シテ主トシテ左側二癒著アルモノトス

ル。BI群ニテハ右側が45ｙ±3．6ｙ、左側が25

％±2A%、B2群二於テハ右側が40％±2％、左

側が23％±1．8％、イヅレモ右側ニヤヽ多イ。

而モ殆ンド同ジ斂値テ出シテ居ル。

　

次二厚キ餅脂状ノ癒著ラ観察シテ見ル。一腰

ニBI群B2群二於テハ此/ Schwielenbildungが

少イ。 BI群二於テハ５≒、Ｂ２群二於テハ３％ニ

見ラレルノミデア≒試ニＡ群ヲ見ルト23％ニ

存在シタ。叉肥厚ノ部位モBI群B2群ニテハ共二

上下二著シイ差ガナイガＡ群デハ上部二多イ。

Ａ群ノ肺結核症が上葉二多ク且其處二陳薔性病

竃ヲ有一いレデアうウコレハ常昌的ニモ明カデア

ツテ其處ニBegleitpleuritisサ生ジテ如斯闘係

ラ生ジタ篤グト｡考ヘラレル。

　　　　　

第４表

　

珈

【第18巻

　　群

部　へ　別
　　（＼

Ａ　群 B,　群 B2　群

上　部 54 ４ ６

全部 30 ４ ３

葉　間 ２ １ ２

中　間 １

下　部 28 ２ ５

計　　　　1　　132 12 16

晋町｀L24≒士に ５ら士1.5f。３作土0.7％

　

次二解剖中「ツベルクリン」反嘸ノ検査シテア

ツタモノニ就テＡ群B, B2群及ソレ以外ノモノ

吋ﾋﾞ較ごテ見片。此處二用ヒラレタ「ツベルク

リこ」反嘸ノ術式ノヽ或ノヽ「マントー」氏方法デア

リ或ハ「ピルケー」氏方法デアル。叉時ニハ悪性

腫瘍、白血病結核病其他ノ消耗性疾患ノ末期二

検セうレ時ニハ心臓疾患、腎疾患等ノ皮膚浮腫

ヲ件フ場合二検セうレ且叉之サ年齢別二分ツト

キ各項二所属フ、ﾉﾚ敬値ハ小デアツｆ締り信頼’･ヽ

・ヽごキ根強ニハナラヌケレド゛モ回庖ノ參考ニハナ

ラ≒Ａ群二於テハ陽性率が高イ。 BIB2雨群デ

ハ大艦陰陽相半ソ、ルト云フ成績デアル。Ａ群B,

B2群以外ノモノデハ断然陰性者が多イ。

第５表

　

Ａ，B,, Ｂ２群及ビＡ，Ｂ群以外ノモ　ノタトバルクリン）反態成績

群

　

別

Ａ

　

群

Bt

　

群

Ｂ。 群
一 一 一 一 一 一

年
齢 1―10歳ill―15歳16―20歳即－25歳

　　　

ｌ

　　　　　

，

陽
- -

陰
一
陽
一
陰
一
陽
一
陰
一
陽

１９

－

　

１

－

　

２

一

一

　

１

－

７

－

８

122

･--･--一一一一

　

一一

　

４

　

１

－

　

１

－

－

　

２

－

　

３

－

　

１

－
１１

1り

　

゜W

－

　

3

１

－

３

－

２

－

５

-

ｉ

‐

』

―

１

－

２

－

１

－
４

－
３

－
３

－
７

26―30歳

２

－

３

－

３

- -

１

－

３

㎜ ㎜ -

２

－

２

31―40歳141―50歳

-一一-一一一一一一一一

　　

１

　

１

　

３

"--=-Ｗ〃１･"－～～'‾

･ - － ミ

４

－

　

３

－

　

４

－

　

Ｊ）

－

１１

51歳-

--一一-一一

　

２

--

　

６

4

－
3

14

17

--

　

8Ａ，Ｂ群以

外ノモノ

７

－

８

　

6

-

　

↓

｢－ゝ-

　

4

一一

　

7

一一一

　

8

-=･･.- j.aJ

　

－

　

ａ

--

12

　

以上ノ如キ比較二依ツテBI群トB2群トハ各種

ノ開係二於テ全ク類似シタモノデアルコトガ明

トナツタ。ｑソノ相異ハBI群二於テハ結核初期

受化群｡が稜見サレ、B2群二於テハ夫が稜見サレ

テＷナ４ト云フ黙ニアノL。此處二一言セネバナ

ラｊコト・ヽ剖検二際シテ結核初期愛化群？毅見

フコしノノヽ必ズシモ容易デナイ1ヽ云フ事デアル。

殊二初感染ヨリ長年月ノ繩過ノアル場合デハ此

ノ貨見ハ意識シｆ･探シテモ厦々困難デアリ、叉

時ニハ顕微鏡的デモア～ノデア≒、處デ此處こ
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取り扱．・ヽレタ材料ハ前述ノ如ク多クノ執刀者ニ

ョツテ種カノ疾患二向ケラレタ解剖デアツや必

ズシモ常二結核性初期憂化群ノ登見二意ザ用ヒ

テハ居ナ几

　

シカラバ初期受化群ノ見落サレタ

場合ノヽ多々ア･･．ぺ｀ク、従ツテB2群二届フヽル各例

．・ヽ結核初期分化群アルノデアルガ、只賛見サレ

ナカツタノミグト考ヘテ差シ支ヘナカラウト思

フｏ

　

此處二於テBI群B2群ノ各年齢二於テル出現率

ヲ･トツテソノ傾向線ヲ･造ツう｀見ル1ヽ第１圖ノBI

B2曲線が夫デアル．

　　　

第１圖

　

Ａ群Ｂ群(BI群B2群.)ノ肋仰頓χノ

　　　　　　　　

年齢的傾向曲線
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心 ’ ″ ｊ

／

/_.，-－一一－

ｊ一一一

娠‥一一

　　　

ハジ//………1ﾀ飲ｸﾞｊ'公ｊｊｊﾉず～。汐Ｊ

　

ｊ/づ齢

　

此ノ雨曲線ハ30歳－デ・ヽ殆ッド同一傾向ラモ

ツテ居ル。 30歳－40歳ノ間ハBI.ハ上昇スルニ

反シテB2ハ平旦50以上二於テハＢｙヽ寧口下降

シテ居ル。此ノ相異ハ何-・ヨルカ、之ハ初期曝

化群が若年者二於ケルヨリモ高年者二於テ盆々

稜見シニクヽナツテ来ルト云フ事賓ト此ノ剖検

例が特ニソノ登見二努カシタモノデナイト云フ

コトヽヲ'考へ合セレバ説明ノツクコトデ、丹念

二結核性初期受化群ヲ検索シタナラバＢ,Ｂｙヽ合

シテＢ曲線こーナルベキモノト考ヘラレル。郎チ

肋膜癒著ノ様式其他ヨリ考ヘテBIB2雨群ハ同一

ノモノデアリＢ群トシテ一括出来ルト信ズル。

此ノＢ群ノ癒著様式ハ前述セル如ク一部分ノモ

ノガ多ク60％弼夕占八全般ニワタル癒著ハ比

較的少ク殊二左右全般ノ夫ハ10％ザ出デ凡叉

餅訴状癒着ハ４％ニシカ見ラレナイ。とヲＡ群

郎チ肺結核症ノアルモノニ比フ､ルlヽキノヽ著シイ

相異デケツテ著者ハＢ群ノ癒著コソ所謂特登性

肋膜炎乃至ハ臨林的二特二知ラレズシテ治癒シ

タ肋膜炎ノ跡グラウト想定シタノデアル。此ノ

想定が爰常デアラウカド･り力、ソレニ就テ考察

サフ、ヽメテ見ル。

　

此ノ材料二於テ結核ノ初期髪化群ガアツタナ

ラバドノ位ノ百分率二肋膜ノ癒著が起ツテ居ツ

タラウカ。 BI群及ビ肋膜髪化ナキモノヽウチ初

期憂化群ノえ見出サレタ者テ合シテ各年齢二於

ケル肋膜髪化ノ享テ計算シテ見タ。郎チ初期愛

化群ノアツタ場合年齢的ニドレタケノ泰二肋膜

癒著が起ルカト云フノデアル。例放が少イノデ

此ノ百分率ニハ多クノ誤差ヲ･考慮セｊヽバナラ

タ。第２圖二於テ此ノ開係ヲ圖示シ久、若年者

殊ニ10歳以下デ・ヽ初期憂化群が存在シテベ1肋膜

癒著ハ約50％シカ起ラタ。年齢が唯一･、ト共二化

　　　

第２圖

　

肺結核症ナク初期愛化群ノｉ

　　　　　　

アルモノノ肋膜癒著半

ｙ

／〆

万

力

ｙ
句

　

仁
一

ブ

　

熹

ぷ
λ

ぶ

　　　　　　

ぷ/ブユフガノぞダ

ノ率モ高マツテ26歳以上こｰﾊ80不二90％こｰﾓ

肋膜癒著が剖検デタシカノラレタノデアル。幼

年者二少イノノヽ此ノ時期二於テ・ヽ結核ノ初感染

ガアヅラーモ特登性肋膜炎が何故力起りニクイト

云フ事盲1ヽ一致ベル。此處斤Ａ群Ｃ群ハシバラ

ク考慮二入レナカツタケレドーモ、此ノ群ヲ考慮
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ニ入レルトキハ初期愛化群ノアル場合二於タル

肋膜癒著ノ率ハモツト堆ソ、計算トナル。部チ成

人二於テ・ヽ結核初期憂化群・'ルこノデ・ヽ高率二

肋膜癒著が見出サル

　

ヽ

　

コ

　

ト。'｀明白デ゛ル。

　

次ニBI群ラ更二分析シラー考ヘタ。初期硬化群

が右側ニヘル二ノ持ビ左側ニ･'ルこノラ分タテ

各々ニ就キテ癒著ノ部位ト攘ヲ右全部、右一-部、

右全部、左一部、左右全部、左右一部、左全部、右

【第18巻

一部、左一部、左全部ノ八ヽソニ¦μ別シこヲ･縦軸

一八年齢４トリ此ノ坐標ノ上二癒著ノ分布刈

跡シタ。第３圖が夫ﾃﾞｰつレ。初期受化群ノ存在

側ト肋膜癒著側トノ開係サ見タノデ）ル。初期

憂化群トノ同一側ニノミ肋膜癒箸ノ存フ、ルモノ

ハ44.2乙±3．7％反對側ニノミ存ソヽルモノハ

14.4ダ±2．6七イヘレ。此ノ差タ｀偶然二生ジタモ

ノデ昌ヽナク初期愛化群ト肋膜癒著トノ緊密ナ開

第３圖

　

結核初期樋化群口

結核初期礎化群
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係ラ示スモノデア･レ。而シテ削則二於テ・･ヽ此ノ

相開開係ハヨリ著シン左側二於テハ信梶著明丿

一ハナイ。此ノ様二結核初期憂化群ト肋膜癒著ト

ノ開係？研究シテ同様ノ結論二達シタノハ著者

ノミデハナイ。 Lange １しにヽジつ吾が國デハ圖

講師1tぺ最初トシテ沓掛氏ヘ：轡下氏し及ビ

倉島、福田IうN氏等ノ報告そサ･｀ノグ。

　

コトニ禰

田氏等ハ初期良化群ト舒脈角淋巴腺ノ結核嫡竃

ヲ･モ検シテ第二次結核症が進展セズ初期噫化群

ノミアルモノニ於テモ節脈角淋巴腺二結核病愛

ノー勺レモノ･｡が30％こそ‾”ル。之卜肋膜炎トノ開

係が密接グト興味深イ事ヲ･述べ゛テ居ﾍﾟﾚ。著肴ノ

材料ニテハ此ノ事肖二開シテ統計テトルコトガ

出乗ナカツタ。以上ノ如クＢ群ノ肋膜癒著ハ初

期髪化群ノ成立ト開聯シラー殺生シタモノデアル

事が推論出来ル。而モ初期髪化群アルモノニ
匂

卜 結核初期曼化群　左　側

卜11- 46- 21- 26- 31犬41-
趾15歳jO歳27;歳30歳40歳50歳

51
歳-

ｉ　・　ｌ　：　｜　：●
● ●

　　　　１　●１　　　　●

１　　●　，　●

ｉ

１

！　　｜

●
●
●●
●●

●
● ●●
●●

こ･こ
:･:

●●
●● ● ●●

●

●●
●●
●●

●
●

●　●

　　●
●　●

！

１
｜

●
●

●
●

●
●
● ●

●
●
●

ｌ　　　　ｔ

に_＿犬＿、＿ ●

●
●
●

●●
●●
●●●

｜；

●
●
●

｜　　　　¶ｌ　　ｌ

●
●

ｌ

　　　●
　　　●

●
●
●

於テーハ順ル高率二肋膜塗箸が'起ヽソテI,０しコトハ

前述ノ如クダ゛･≒。シ、叉肺結核症'・リテ肋膜噫

化内起せ４モノ・ヽ殆ンドナイト云フ事賓･第６

表參照)。がハり故ニＡ群Ｂ劃い冷シタ肋膜癒

箸ノ年齢的傾向線ハ｢ツペ｀ルクリン｣陽性牟ノ傾

向線ト拉行ナルモノlヽナニ‥リヽ筈へうレル。第

４圖二於テＡナ旦曲線ハＡ曲線Ｂ曲線せ加－う｀

造ツタ曲線デアプ。ゲ之ハー般ノし・ヽいしクリこ｣

陽性率曲線ト類似シテいトペ昧ニＡ十Ｂ曲線ノ

25収､こ於りレ山｡八次ノノ川卜ヽヨツフ･補正サレ得

‘゛キデハ1.力９デト≒此處ユ本材料二於やル

結核死７統計大服ツテ見タ。頷６及第７表參

照)。

　

ソシや其ノ年齢的分布傾向線サ造ツう=一見

ルト第４圖二於｀-'‘･Ｔ曲線1ヽナル。Ｔ曲線・ヽＡ

曲線ト類似シコトニ25歳マデハ全夕一一致フ､･四ヽ

云フ=llヽが出来ル。此ノ解剖材料二於テハ25な



第１琥】

ご
１
　
ザ
ぷ

ガ
ダ

ご

ダ

岩崎＝肋膜癒=著ノ研究

第４圖

　

Ａ群Ｂ群及ビＡ十Ｂ群ノ癒著傾向曲線

　　　　　　

政二結核死ノ曲線(Ｔ)

　

肋膜ノ癒著ヲ統計的二研究シタ報告｡・ヽ多々ア

ル汀咎:訟皆結核症卜肋膜癒著トノ開係密接ナ

ルコトサ云ツテ居ルガ夫等ノヽ主トシテBegleit-

pleuritis7事大吋問題トシテ呂丿レモノデアル。内

田氏八八特蔓性肋膜炎ハ結核性ナリト云フ事二

就テ疑ヒテモツト云フコトヲ肋膜癒著ノ研究力

か号

　

ラ云ツテ居ル。併シソノ際結核初期宛化群サ特

　　　　

二問題トジテ癒著ノ研究テシタノ。･ヽ汀島、禰田

　

ぐて二卜＼、､

、

　　　

．．”‾‾‾‾‾‾

　

∂‘/

ルく´ノ

ノ＼ｿ

.‥‥.

ﾒ¦

　

、

・ｙ

　　　　　　　　　　

7｀宋゛゛ヘア

/-ぷﾉﾉ方ぶ･ぷぶ万丿ご句じず

　

y/ぴ ｊ 観

ヲ生醵ノ「ツベルクリン」反底ト比較スル場合ニ

ノ｀ヽ25歳二於ケル山ヲケヅルベキデアル。然ルト

キノヽ此ノ補正サレタ曲線ハ（ツペ）レクリン」陽性

率曲線ト全ク拉行シタ曲線トナル。

　

Ａ曲線ハ勿論肺結核症二原因シタ所謂Begl-

eitpleuritis /曲線卜解スルコトガ出来ル。然う

バＢ曲線ラ以テ結核初期受化群二開聯シテ登生

シタ肋膜愛化ノ曲線ト解シテヨイト思バレル。

此ノ範喘二届ソ､ﾉﾚ癒著ハ所謂特晋性肋膜炎トシ

テ臨休的ニタシカメラレタモノヽ跡デ‾勺レガ或

一・ヽ臨休的ニダヽ著明ナ肋膜炎ヲ認ノラレズユ経過

シタヤハリ特貨性肋膜炎ト同性質ノヨリ軽症ナ

肋膜炎ノ跡ト解シテョカラウト思フ。Ａ群肋膜

癒著ヲ･起シタBegleitpleuritis -ハ第二次結核肋

膜炎ト云ヘル。Ｂ群ノ癒著ラ起シタ原因ハ第一

次結核肋膜炎ト命名ソ、ル事が今迄ノ議論デ安全

デアル。只此ノ研究二於テ既営歴ニサカノボ｀ツ

テ肺炎其他肋膜癒著ラ惹起シ得ベキ因子ノ明カ

デアツタモノハＣ群トシテＢ群ヨリ除外シタ筈

デアルヴレドモ既営歴ト云フモノノ叱､ズシモ完

全ナモノデハナ４。此ノ鮎本研究ニハ大キナ不

備ガアルケレドモ併シ多数ノ統計ニョツラ上ノ

如キ結論ノヽ無意味グトハ云ペスト思フ。

'16倆氏デアル。併シ特馥性肋膜炎ラ特別ナ對象

トシテ肋膜癒著ノ病理解剖學的統計學的研究ラ

シタ業績ハ見アタラナイ。

　

第６長ハ此ノ材料ノ全借二及ブ統計デヘル。

先ヅ肋膜二硬化アリシモノ及ビ穏化ナキモノラ

分チ硬化アルモノニ就イテハ上述セル如クＡ，

ＢＩ,Ｂ２,Ｃノ４群ヲ匯別シテ男女別二叉年齢的統

計テトツタ。肋膜憂化ナキそノニ就元ハ肺結核

症ナク結核初期愛化群稜見サレタモノ及ビ登見

サレナカツタモノ、肺結核症ア･レ１ノ及ビ結核

症テ死因トセルモノ、次肋膜愛化ナキ群二於ケ

ル第二次結核症ノ病型ヲ･追及シ、最後二全剖解

例二於ヤル結核死ノ統計サナシタ。

　

第７表ハ第６表ノ数値ザ各年齢別ニソソ年齢

中勺了分卒1ヽシテ示シタモノデ年齢順ノ比較二

便ナラシノタノデハレ。第１固紋二弟４固ハ第

７表カラ製作シタ曲線デアツタ。肋膜憂化アル

モノニ就やハ最早各所二於テ説明や加へ≒

　

ソ

シテ其ノ場合二述・ごタ倣値ｹﾕﾘJ女今計ノ夫デア

ツタ。男女ラ別々ニ考察シテそ大借同ぼノコト

ガ云へ七貝結核死ノ頂黙が女性二於テハ16－

20歳二涙二現レテ居ル。

　

ソシテ30歳二至ルマデ

高率ラ持梢シ々居ル。従ヽソテ幄く次結核肋膜炎

ノ曲線－モ同ジ様刊頃向テ生ジタ。

　

次二特二注意ソ､ベキコトハ肺結核症アリ々肋

膜愛化ナキモノハ稀ナコトデア≒弟６表－ソ

ノ賓倣り･示シタ。其ノ肺結核症ノ病愛テ見ルト

幼若ナルモノニ於ラハ比較的廣イ惨出性病愛ガ

ー・リ15歳以上ノ者デハ極ク限局シタ小病労力現

出サシダユ過ギナカツ久。粟粒結核症デハ肋膜

分化ナキモノヽ可成ニアルコトニ
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第

　

７

　

表

　

岩崎＝肋膜癒著ノ研究

　　　　　　

一

肋膜植化分布百分率

　

各同年齢解剖例二對スノ1／百分率

年　　　　　　齢 1―10 j 11―15 j 16―20 1 21―25 j

性　　　　　　別 含　　　革 含　　　♀ 含　　　革 含　　　革

肋膜二鐙化ナキモノ

62.4％　64.8％

土4.3％　　土5％
　　63.3％

　　　土3.3％

33.4％　36％

　土7.8％土9.6％

　　34.4％
　　±6.1%　　－

21 A%　27.2％
　土4.4fぶ　土6％
　　23.7^
　　　土3.6％

17.1％　22.8％

　土3.5％土5.5％
　　19.0％
　　　土3％

肋膜二鐙化アルモタ

　｀W､.　　'ヘー｀-=一一“-｀-4̃--･=='一S7j％　35.2％

　土4.3％　　士5％

　　　36,7％　　、

　　　十3.3％　　1

ﾍｰ～-‘‘'＝－..._一一'‾｀゛'‾7̃､。

66.6％　64％

　士7.8％土9.6%
　　65.6％
　　士6.1%

78.5%　72.8％

　士4.4％　土6％
　　76.3が
　　　土3.6％

82.8％　77.2％

　土3.5％土5.5％
　　81％
　　　土3％

第肋－⌒
沃咬Ａ

結　群
核炎－

肺結核症アリ
肋膜癒著アルモ
ノ　（Ａ群）≒

7.2％　　13.6％

　土2.3％土3.6％
　　9.9％

　　　土2％

19.4％　20％

　土6.5％　　土8％
　　19.7％

　　　土5％

41.7％　49.1％

　土5.3ﾀぷ土6.7％
　　44.6％
　　　土4.2％

48.6％　48.9％

　士4.7％土7.2％
　　48.2％

　　土3.4％

第
一
一　八錨

結

核肋舒

腸
炎

結核初期樋化群アリ
肺結核症ナク
肋膜癒著アルモノ

　　(BI　群)

1.6％一硲､3.4％
士＼A%土1.9％
　　2.4％い
　　　士1％¦

11.1％　4％

　士5.2％土3.9％
　　8.2％

　　　土3.5％

6％　　　9.1％

　士2.5％土3.8％
　　7.2％

　　　士2.＼%

9.9％　　5.3％

　士2.8％土2.9％
　　8.3％

　　土2.1%

結核初期髪化群ナク
肺結核症ナク

肋膜癒著アルモノ
　　(B2　群)

3.2％　　3.4％

　土1.5％土1.9％
　　3.3％

　　　土1.2％

8.3％　　20％

　土4.5％　　士8％
　　13.1％

　　　土4.3％

14.3％　7.3％

士3.8％土3.5％
　　11.5％

　　土2.7％

18.9％　14.1％

　土3.7％土4.5％
　　17.3％
　　土2.9％

肺結核症ナ　ク

健二肋膜樋化ヲ起.ｽ
因子ニョリ癒著
　　(Ｃ　群)

25.6％　14.7％

　土3.9％土3.7％
　　21.1％

　　土2.7％

27.8％　20％

　土7.4％　　土8％
　　24.6％

　　　土5.5?ぶ

16.7％　7.3％

　土4％　土3.5％
　　13％

　　　土2.8％

5.4％　　10.5％

　土2.1％　土4％
　　7.2％
　　　土1.9％

結　　　核　　　死

12％　　15,9％

士2.9％土3.9％
　　13.6％

　　十2.9％　　－

19.4％　24％

　土6.5％土4.2ｦぶ
　　21.3％

　　十5.2%　　－

38.1％　49.1％

　土5.3?ぶ土6.7％
　　42.1％
　　　土^.＼%

42.3％　47.3％

　土4.7夕ぶ土6.6％
　　44％
　　　土3.8％

26 －30 j 31―40 j 41―50 j 51 i-　　i　　　計

含　　　♀ 含　　　革 ｔ　　　革 含　　　♀ ｔ　　　羊

20.4％　23.4％

　土3.7％土6.1％
　　21.3％

　　　十3.2％　　　－

23.6％　　35.6％

　土3.1％　土4.7％
　　　27.9％
　　　士2.6％

22.4％　　26.9％

　土2..β％　土4.7％
　　23.7％

　　　土2A%

16％　　　22％

　土1.6％　士3.3％
　　　17.4％

　　　土1.4%

23.7％　　32.4％

　土1.2％　土1.8％
　　26.4％
　　　　土1％

79.6％　76.6％

　士3.7％土6.1％
　　78.7％

　　　十3.2％　　　－

76.3％　　64.4％

　土3.1％　土4.7％
　　72.1％

　　　土2.6％

77.6％　　73.0％

　士2.8％　土4.7％
　　76.3％

　　　十2.4％　　　－

84％　　　78％

　土1.6％　土3.3％
　　　82.6％

　　　土1.4％

76.3％　　67.6％

　土1.2％　土1.8％
　　　73.6％

　　　　十1％　　　　－
38.9％　38.3％

　土4.5％　　土7％
　　38.8％
　　　士3.8％

25.3％　　13.9％
　土3.1％　土3.4％
　　　21.3％

　　　土2.4%

22.8％　　13.5％

　土2.8％　土3.6%
　　　20％
　　　士2.3％

19.3％　　12.7％
　十1.8･。　十2.7％　＿　　　　＿

　　　17.7％
　　　土1.5％

25.1％　　21.8％

　士1.2％　士1.6％
　　24.1％

　　　　土1％

6.2％　　19.1％

　土2.2％土5.7％
　　10％
　　　土2.3％

12.4％　　18.7％

　土2.7％　土3.8％
　　　14.6％
　　　　士2％

13.3％　　14.6％

　土2.3％　土3.7％
　　　13.7％
　　　士1.9％

8.9％　　12％

　土1.3%　土2.6％
　　　9.7％

　　　士l.lfぶ

9.1％　　11.6％

　土0.8％　土1.3%
　　9.9％

　　　土0.7?ぶ

22.1％　8.5％

　土3.9％　土4％
　　18.1％

　　　土3％

23.1％　　22.8％

　土3％　　土4.1％
　　　23％
　　　土2.3％

33.3％　　34.8％

　土3.2％　　　土5％
　　　33.8％
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東大病理學教室昭和３年ヨリ同12年二至ル

10ヶ年間ノ解剖例2531例中、胸部記載明瞭ナ

ル1947例ノ解剖記録ヨリ肋膜癒著ノ統計的観

察テナシタ。肋膜癒著ノヽ全例ノ73，6％ニアル。

ソノウチ33％ノヽ肺結核症ヲ件ツテ居タ。之ヲＡ

群トスル。13％強ニハ肺結核症モ無ク他二肋膜

癒著ヲ起ス因子モナイ、只結核初期良化群が登

見サレテ居ル。之ヲBI群トスル。34％彊ニーハ肺結

核症モ無イシ他二肋膜癒著ヲ･起ス因子モナ４．

叉結核初期良化群モ登見サレテ居ナ４．之ヲB2

群トスル。最後ノ19χニダヽ肺叉｡・ヽ肋膜ノ腫瘍ガ

アツタリ、縦隔賓ノ疾患ガアリ或・ヽ肺炎、肺壊

疸等或ノヽソノ既施症アリ叉ハ肺結核症以外二追

及サル・ヽごキ原因ガアツテ肋膜癒著テ起シタモノ

デアル。之テＣ群トスル。

　

BI群B2群ノ肋膜癒著ノ様式ラ比較シテ見ルト

癒著ノ部位的開係ソノ攘ガリエ合並二夫等ノ年

齢的分布が全ク同様デアツテＡ群ト､ハ著シイ對

立ラ示シテ居ル。「ツベルクリン」反嘸ノ成績カ

ラモBIB2ノ類似が明カグ。 BIB2雨群八一ダヽ結核

初期良化群が見出サレテアリ、他ニハ夫が見ノ

ガサ1ノテ居タースギナｆト云フコトヲ初期良化

群が特二意識シテ探求シナケレバ見出シ難イト

云フ事ヨリ推論シタ。次二成人二於テノヽ80－90

％ニモノ高率二初期愛化群アt／バ肋膜癒著ガア

ルコトヲ示シ、シカモ如斯肋膜噫化ハ初期良化

群ノ位置ト開係が深イ、郎チ同側ニアルコトガ

多イコトヲ6崔メタ。

　

Ａ群ノ肋膜受化､ハＢ群ト異リ、全般的ナ殊二

両側全般的ナ癒著が多ク叉肋膜ノSchｗielenb-

ildｕｎｇが多イ。

　

此ノ者ハ肺結核症二隨件シテ

起ツタ所謂Begleitpleuritisニ他ナラヌモノデ

アル。Ａ群トＢ群トサ合シテ造ツタ年齢的ノ肋

膜癒著ノ傾向曲線ニテ25歳逡ノ山サケヅルト、

此ノ曲線｡ハ「ツベルクリン」陽性率ノ曲線ト拉行

スルモノトナル。

　

シカモ此ノ補正､ハ此ノ材料こ

於テ25歳附近二結核死が山積スルト云フ事カラ

妥常デアル。此處二叉所謂特良性肋膜炎ハ結核

ノ初感染乃至ダヽ初期縫化群ノ成立二聯開シテ登

生フ、ルト云フ確賓ナ學設ガアル。従ツテBtB2M

群ラ一括シタＢ群ノ肋膜癒著ハ所謂特良性肋膜

炎ノ遺残物乃至ハ特良性肋膜炎ト臨休的ニダヽ診

断サレナクトモ結核初感染ト開聯シタ軽症肋膜

炎ノ跡ト考ヘル。Ａ群/ Begleitpleuritisダヽ第

二次結核肋膜炎ト云ヘヨウ、ソシテＢ群ノ夫ハ

第一次結核肋膜炎ﾄ命名シテ良イ。

　

吏二男女雨性二就キテ見ルト結核死ノ頂踪が

女性デダヽ男性ヨリ若クテ達セラレ且ツ長ク績ク

ト云フコト、及ビ肺結核症ガアルト殆ンド全部

二肋膜髪化が起ルト云フ==iトづ統計的事賓トシ

テ述べ゛タ。
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